
平成２８年  ６月 定例会（第３２４回）-06 月 21 日－06 号 

 

○ 議 長 （ 中 村 昭 ）  次 に 、 二 十 四 番 田 尻 匠 議 員 よ り 、 意 見 書 第 九 号 、

性 犯 罪 等 被 害 者 の た め の ワ ン ス ト ッ プ 支 援 セ ン タ ー の 設 置 等 を 求 め る

意 見 書 決 議 方 の 動 議 が 提 出 さ れ ま し た の で 、 田 尻 匠 議 員 に 趣 旨 弁 明 を

求 め ま す 。 － － 二 十 四 番 田 尻 匠 議 員 。  

 

◆ 二 十 四 番 （ 田 尻 匠 ）  （ 登 壇 ） 意 見 書 第 九 号 、 性 犯 罪 等 被 害 者 の た

め の ワ ン ス ト ッ プ 支 援 セ ン タ ー の 設 置 等 を 求 め る 意 見 書 （ 案 ） に つ き

ま し て は 、意 見 書 案 文 の 朗 読 を も っ て 提 案 に か え さ せ て い た だ き ま す 。 

 

△ 意 見 書 第 九 号  

     性 犯 罪 等 被 害 者 の た め の ワ ン ス ト ッ プ 支 援 セ ン タ ー の 設 置

等 を 求 め る 意 見 書 （ 案 ）  

 性 犯 罪 、 性 暴 力 被 害 者 に あ っ て は 、 被 害 者 の 個 人 の 尊 厳 が 害 さ れ 、

被 害 者 が 自 ら を 個 人 と し て 尊 重 さ れ る べ き 存 在 で あ る と 認 識 す る こ と

が 困 難 に な る 等 重 大 で 深 刻 な 被 害 が 生 じ ま す 。 同 時 に 、 被 害 者 が そ の

被 害 の 性 質 上 、 支 援 を 求 め る こ と が 難 し く 、 事 件 と し て 顕 在 化 す る も

の は 氷 山 の 一 角 に 過 ぎ ま せ ん 。  

 性 犯 罪 、 性 暴 力 被 害 の 特 殊 性 、 深 刻 性 に 鑑 み 、 性 犯 罪 等 被 害 者 の た

め の ワ ン ス ト ッ プ 支 援 セ ン タ ー を 各 都 道 府 県 に 最 低 一 箇 所 は 設 置 し 、

被 害 者 が 被 害 を 受 け た と き か ら 直 ち に 必 要 十 分 な 支 援 を 受 け る こ と が

で き る よ う に す べ き で す 。  

 よ っ て 本 議 会 は 、 政 府 に 対 し 、 性 犯 罪 等 被 害 者 の た め の ワ ン ス ト ッ

プ 支 援 セ ン タ ー の 設 置 の 支 援 を 含 め 、 次 の 事 項 を 含 む 施 策 の 早 急 な 実

施 を 要 望 し ま す 。  

一  性 犯 罪 等 被 害 者 の た め の ワ ン ス ト ッ プ 支 援 セ ン タ ー の 設 置 を 都 道

府 県 に 義 務 付 け る こ と を 内 容 と す る 法 律 を 早 急 に 制 定 す る こ と 。  

二  二 十 四 時 間 体 制 の ワ ン ス ト ッ プ 支 援 セ ン タ ー 設 置 や 全 国 共 通 番 号

の 相 談 電 話 窓 口 の 設 置 な ど 性 犯 罪 等 被 害 者 支 援 の た め の 施 策 を 総 合 的

に 策 定 し 、 必 要 な 財 政 上 等 の 措 置 を 講 ず る こ と 。  

三  ワ ン ス ト ッ プ 支 援 セ ン タ ー へ の 援 助 な ど を 定 め る 性 犯 罪 等 被 害 者

支 援 基 本 計 画 を 策 定 す る こ と 。  

四  三 の 基 本 計 画 の 策 定 を は じ め 関 連 す る 施 策 の 立 案 に お い て は 、 性

犯 罪 等 被 害 者 、 そ の 支 援 者 な ど が そ の 立 案 過 程 に 参 加 し 実 態 に 即 し た

形 で 行 わ れ る よ う に す る こ と 。  

五  都 道 府 県 に よ る 性 犯 罪 等 被 害 者 支 援 計 画 の 策 定 を 支 援 す る こ と 。  

六  性 犯 罪 等 被 害 者 の 状 況 、 政 府 が 講 じ た 性 犯 罪 等 被 害 者 支 援 施 策 の



実 施 の 状 況 に 関 す る 報 告 書 を 公 表 す る こ と 。  

七  ワ ン ス ト ッ プ 支 援 セ ン タ ー に 対 す る 財 政 上 の 援 助 な ど 支 援 体 制 を

整 備 す る こ と 。  

八  刑 法 強 姦 罪 の 適 切 な 見 直 し を 行 う と と も に 、 刑 事 手 続 き に お け る

被 害 者 の 負 担 を 可 能 な 限 り 軽 減 す る 方 策 、 未 成 年 者 に 対 す る 性 犯 罪 に

係 る 公 訴 時 効 に つ い て 検 討 を 行 う こ と 。  

 以 上 、 地 方 自 治 法 第 九 十 九 条 の 規 定 に よ り 意 見 書 を 提 出 す る 。  

     平 成 二 十 八 年 六 月 二 十 一 日  

                         奈 良 県 議 会  

 何 と ぞ 、 議 員 各 位 の ご 賛 同 を 賜 り ま す よ う よ ろ し く お 願 い を い た し

ま す 。  

 

 

◆ 四 十 二 番 （ 今 井 光 子 ）  た だ い ま 田 尻 匠 議 員 か ら 提 案 さ れ ま し た 意

見 書 第 九 号 、 性 犯 罪 等 被 害 者 の た め の ワ ン ス ト ッ プ 支 援 セ ン タ ー の 設

置 等 を 求 め る 意 見 書 （ 案 ） に 賛 成 し ま す 。  

 

 

○ 議 長 （ 中 村 昭 ）  た だ い ま の 動 議 は 、 正 規 の 賛 成 が あ っ て 成 立 し ま

し た 。  

 よ っ て 、 直 ち に 議 題 と し ま す 。  

 お 諮 り し ま す 。  

 意 見 書 第 九 号 に つ い て は 、 二 十 四 番 田 尻 匠 議 員 の 動 議 の と お り 決 す

る こ と に ご 異 議 あ り ま せ ん か 。  

     （「 異 議 な し 」 の 声 起 こ る ）  

 ご 異 議 が な い も の と 認 め 、 さ よ う に 決 し 、 会 議 規 則 第 四 十 一 条 の 二

の 規 定 に よ り 措 置 す る こ と に し ま す 。  


